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陰画のロマソ主i義 バー fィの風景詩
‘Such　keell　apPraisement　is　not　mine’“The　Rambler”
橋　本　愼　矩
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　バーディが1889年頃に書いたと推定されている詩に『唄石』（“The　Aer・
01ite”）がある。宇宙の彼方の天体から「意識の萌芽」（a　germ　of　Con・
sciousnese）が隙石に乗って地球上に偶然おちてくるというSF的な現象
を扱っている。その偶然の結果，人間は無知の幸福を失って，「意識の病
い」（disease　called　Sense’）にかかる。この詩が書かれたとされる1889
年にバーディは『テス』を執筆中であった。J．0．　Bayleyは1889年の
バーディの文学ノートにこの詩の着想を見ている。バーディはそのメモで
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進化論的視点から人間の意識の発生をとらえ，それは自然の越権行為であ
ったと述べている。これは寓意であるが，幸福な自然状態の無知‘normal
unawareness’を失った人間は何に生存の根拠を求めればよいのであろう
かというロマン主義以来の問題でもある。バーディにはキリスト教の信仰
も幸福な無知にすぎずそこへの心からの参入もできなかった。テスの運命
がいちど紙の上に書かれてしまえぽ，それを無にすることはできない
（・Ican・t　bear　my　fate　as　wit／1・d　have　my　life　unbe．’）ように，そして
小説が文字として残るかぎりテスの運命は無限にくりかえされるように，
人間という生物の上に書きしるされた「意識の病い」は人間の存続するか
ぎりは反復せざるをえない。宇宙の虚無，宇宙における神の沈黙におのの
いた26歳の頃の精神的危機をロンドン時代に経験した（“ln　Vision　I
Roamed”）詩人バーディはこの意識の病いにどのように立ち向かったのだ
ろうか。時代の思想の潮流に敏感でありながら彼は最後まで孤立無援であ
った。その意味で1．A．　RichardsのScience　ana　Poetry（1935）での
指摘は今でも有効である。
　　He　is　the　poet　who　has　most　steadily　refused　to　be　comforted
　　in　an　age　in　which　the　temptation　to　seek　comfort　has　been
　　greatest，　The　comfort　of　forgetfulness，　the　comfort　of　beliefs，
　　he　has　put　both　these　away．　Hence　hig　singular　preoccupation
　　with　death；b3cause　it　is　in　the　contemplation　of　death　that
　　the　necessity　for　human　attiudes　to　become　self－supporting，
　　in　the　face　of　an　indifferent　universe，　is　felt　most　poignantly，
　　Only　the　greatest　tragic　poets　have　achieved　an　equally　self
　　reliant　and　immitigable　acceptance．　　　　　　　　（下線筆者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．77
　T・S・エリオットはAfter　Strange　Godで・・一ディは知性でなく情
動にのみ関心のある作家だから風景を作品中で重要視するのだと書いてい
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るが，それは汎ヨーロッパ的知性の伝統と原罪を中心にした信仰に帰依す
ることのできた或る意味で幸福な作家の誤解であろう。「宇宙の虚無から
眼を地上に転じたとき」（‘ln　Vision　I　Roamed”）ウェセックスという土
着文化の伝統にバーディが帰依し，その風景の中に自分の血とつながる過
去の声を聴き，そこに意識の病いとの闘いの場を見い出したのは，エリオ
ットのいう伝統（むろんバーディはそれも充分に吸収したのだが）とは違
う，ひとつの有機的な伝統の中にである。
　バーディが帰依したウェセックス（彼の最も大きなフィクション）の伝
統と風景が彼の詩の多くの題材であるが，本稿はバーディの詩のうち特に
風景を扱った詩をロマン主義の詩人たちとの比較によって論じたい。詩と
小説の関係，詩の形式や技巧，詩と伝記的事実の関係については必要最小
限度にとどめた。またバーディのバラッド形式の詩の魅力についても触れ
たかったが，Thom　Gunnの卓越した論に脱帽して通り過ぎたいと考え
た。Tom　Paulin，　James　Richardson，　Dennis　Taylorなどの刺激的研
究の後をうけてバーディ詩の研究も愈々盛んになりつつあるが，インドの
Allahabad大学のManas　Mukul　Dasの研究もバーディの詩の土着性
（local　tradion）に注目していて示唆するところの多い研究である。
　なおこの論においては目マン派の詩，特にワーズワースの“Resolution
and　Independence”などについて分析したうえでバーディの“In　Front
of　the　Landscape”の分析に入るべきであろうが枚数の都合もあり，両
老の比較は特に前老について表層的にとどめてあり，M．　H．　Abramsの
ロマン派の風景詩についてのパラダイムを借用した範囲内での言及である
ことを断っておきたい。それはたとえぽワーズワースにとっても自然が常
に一体感を持って身近にあったのではなく，様々な体験を経て変化する彼
の自然観をここで論じる余裕がないからでもある。
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1　ロマン主義の陰画としての詩
　“Neutral　Tones，1867”は33年後，60歳のとき書かれた代表的アンソ
ロジー・ピース，“The　Darkling　Thrush”と同じくロマン派の自然詩の
・陰画である（1）。ワーズワースやシェリーのnature　descriptive　poem
（Geoffrey　H・Hartmanの用語）から意図的に（というのはバーディは次に
言及する“The　Rambler”からも明らかなようにロマン派の詩人たちに
対し高い評価を与えると同時に，彼らからの自分の乖離を強く意識してい
た）色彩と情感（dejectionとaspirationを含めて）を消去して，脱色
した単彩画の中に，喪われた恋愛の回想を配置している。
NEUTRAL　TONES
We　stood　by　a　pond　that　winter　day，
And　the　sun　was　white，　as　though　chidden　of　God，
And　a　few　leaves　lay　on　the　starving　sod；
　　　－They　had　fallen　from　an　ash，　and　were　gray．
Your　eyes　on　me　were　as　eyes　that　rove
Over　tedious　riddles　of　years　ago；
And　some　words　played　between　us　to　and　fro
　　　On　which　lost　the　more　by　our　love．
The　smile　on　your　mouth　was　the　deadest　thing
Alive　enough　to　have　strength　to　die；
And　a　grin　of　bitterness　swept　thereby
　　Like　an　ominous　bird　a－wing・…
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Since　then，　keen　lessons　that　love　deceives，
And　wrings　with　wrong，　have　shaped　to　me
Your　face，　and　the　God－curst　sun，　and　a　tree，
　　And　a　pond　edged　with　grayish　leaves．
1867．
その冬の日，私たちは池のかたわらにいた。
陽ざしは神の怒りを買ったかのように青白く，
そして飢えた土の上には病葉がおちていた。
一それはトネリコの灰色の落葉だった。
ぼくを見る君の瞳は昔の
退屈な謎の上にさまようかのようだった。
そして二人の間でかわされた言葉も
愛によって豊かになりはしなかった。
君のほほえみは今にも死にそうに
冷たく
そこには空ゆく不吉な鳥のように
苦汁のえみがかすめるのだった。
　　　●　　　■
あれ以来，愛はあざむき，
人を苦しめるものだという痛い教訓を想うたび
ぼくの眼にうかぶのは君の顔，神に呪われた太陽と樹
そして灰色の落葉に囲まれた池。
1867
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　太陽も色彩を奪われているだけでなく，樹木も青白さをを連想させる
ash（とねりこ）が選ばれている。恋の謎も胸ときめくものでなく‘tedious’
であり，ロマン派詩人たちの場合，多くは幸福の象徴である鳥もここでは
不吉な予徴である。愛は欺きであり回想の中でいっそう苦いものとなづて
いる。さらに風景と人物の情感（むしろ情感の欠如）を見事に融合させて
いるのが‘The　smile　on　your　mouth　was　the　deadest　thing／Alive
enough　to　have　strength　to　die’という表現である。能面の凍りついた
ような笑みを想わせる凍った冬の日とぴったりする見事な単彩色の表現で
ある。恋人（男か女かは不明（2））の表情をこのような不気味な消去法で
表現しえた詩人はあまりいない。後に触れるようにバーディの詩に現われ
る人物の多くは風景の中の人影（丘gure）であって（3），我々は彼らの素状
や関係や容貌や状況については何も知らされてはいない。彼らのシルエッ
トのようなかすかな影は多くの場合彼らが亡霊であることを暗示する。そ
れだけにかえって伝記的事実を渉猟する研究熱（むろん意味のある重要な
ことが）に拍車をかけることになる。しかし詩中の池がどこであるかと
か，報れぬ恋の相手がTryphena　Sparksであるというような事は当面
この論では考慮しないでおこう。‘The　Darkling　Thrush’の前にもうひ
とつバーディのロマン派への決別の意を表明している詩をあげよう。
　（上にあげたイメージや語法による消去法による詩作以外にバーディに
は否定語の使用が多い（4）。notの使用は言うまでもなく，　unknow，　un・
hope，　unbe，　unnote，　unvision，　unseeなど，いくつかハーディー自身の
造語であるような（unmiked，　unpen）ものまである。これはBarnsの影
響によるドーセット方言の造語力への実験も考えられるが，むしろバーデ
ィの詩的想像力の特質と深く関係していよう。）
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THE　RAMBLER
Ido　not　see　the　hills　around，
Nor　mark　the　tints　the　copses　wear；
Ido　not　note　the　grassy　ground
And　constellated　daisies　there．
Ihear　not　the　contralto　note
Of　cuckoos　hid　on　either　hand，
The　whirr　that　shakes　the　nighthawk’s　throat
When　eve’s　brown　awning　hoods　the　land．
Some　say　each　songster，　tree，　and　mead－
All　eloauent　of　love　divine－
Receives　their　constant　careful　heed：
Such　keen　apPraisement　ls　not　mme・
The　tolles　around　me　that　I　hear，
The　aspects，　meanings，　shades　I　see，
Are　those　removed　ones　missed　when　near，
And　now　perceived　too　late　by　me．
私には見えないあたりの丘が。
　　　　　O　　　o　　　●　　　●
木立の色づくのも目に入らな、・。
草地も目をひかなければ
　　　　　　　　　　　　●　　　■　　　●　　　．
そこにあるヒナギクの星座も見えない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
両側の森に隠れたカッコーの
アルトの声も聞えず
　　　　　　　　　　●　　　●　　　●
褐色の天幕が大地をおおう夕暮れどきの
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　夜鷹の喉をふるわす風音も聞こえない。
　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　●　　　●　　　●
小鳥に樹に牧場すぺては
神の愛をものがたり，
たえざるいつくしみをそそく人々もいる。
そのような激しい讃美は私のものでない。
　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
私があたりに聞く声は
私が見る風景と意味と人影は
近くにいたときはのがしてしまった亡き人々のもの，
そして気がついても今となったは遅すぎるもの。
（傍点筆者）
　この詩では単純そうに見えるnotの修辞に欺かれて詩人が見ない，聞
かないとする対象をほんとうに見ない，聞かないのだと思うのは早計であ
る。なぜなら犯罪者が～を私はしなかったと言うとき，～の部分が詳細で
あれぽあるほど逆に彼は犯行現場に詳しいことになってしまうので同様に
バーディは‘The　whirr　that　shakes　the　nighthawk’s　throat／When
eve’s　brown　awning　hoods　the　land．’という鋭い自然観察者でなけれ
ば想像すらできないような微細な音を聞かないということによって逆にそ
のような自然の細部への細繊な感受性の持主であることを露わしてい
る（5）。第三スタンザに注目してみよう。自然の中に‘love　divine’を読み
とる‘some’とは誰れであろうか。自然にたえざる視線をむけ‘Such
keen　appraisement’をそそぐのは誰れであろうか。まさかドーセットの
農民ではあるまい。それはロマン派の詩人たちに他ならないだろう。むろ
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んテニソンなどヴィクトリア朝詩人も含めて良いだろうが，‘their　con・
stant　careful　heed’という非常に強い自然讃美の調子からワーズワース
などロマン派の詩人を想定するのが妥当である。バーディe＊　notで否定し
ながらも自分が自然の鋭い観察者であることを示し，そしてさらに（そこ
にバーディのロマン派詩人に対する姿勢があらわれているのだが）「しか
し私は自然を神の愛の顕現とはみない。そのような讃美は詩人としての私
の役目ではない」と宣言していると解することができる。それではバーデ
ィが詩人として見，聞くものは何かと言えぽ“Neutral　Tones”にあるよ
うな苦い悔恨の過去の声である。しかしこれは単なるpessimismではな
い。選びとられた記憶の詩化であって，バーディの否定は弱々しい退行現
象ではなく過去の記憶の詩への転化という決断の行為であることは後にみ
るとうりである。
　ロマン派詩人たちと異なるバーディは自然に慰撫の手を求めたり，自然
との融合を求めたりしない。“Sensitive　Plant”のシェリーのように植物
に執拗なほど感性をすりよせてそこから哲学を抽象してくることはない。
彼はロマン派の風景の中にある雲や山や鳥を空の高みから地上に降ろし，
シェリーの雲雀も‘Apinch　of　unseen，　ungarded　dust’或は‘A　little
ball　of　feather　and　bone’シこすぎない（6）。彼は超越的visi’onを拒否
し，飛翔する雲雀を地上にひきずりおろす熱のないロマンチスト，覚めた
アイロニストである。神不在の宇宙の虚無やダーウィニズム，科学の進歩
という時代の思潮に触れていたバーディには自然はdivine　designによ
るものではなく人間事象に無関心な‘neutralized　nature’であったと思
われる。バーディにロマン派の時代はすでに遠いのである（7）。しかしそ
れにもかかわらず彼がGray－Wordsworth－Hardyという英詩の伝統の
中で自分をとらえようとしていたことは後の論考で序々に明らかになるだ
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ろうが次の伝記からの引用でも明らかであろう。
　　　‘It　bridges　over　the　years　to　think　that　Gray　might　have
seen　Wordsworth　in　his　cracle，　and　Wordsworth　might　have
seen　me　in　mineノ　　　　　　　　　　　　　　（Life，　p．386）
　以下バーディの代表的詩の幾つかを検討しながらロマン派の詩人と彼の
相違に注目することによってバーディの詩の特質を抽出することが本論の
目的である（8）。
　まず最初にひとつの時代の死に立ち合って自分の位置を率直に告白して
いる“The　Darkling　Thrush”を分析することにする。
THE　DARKLING　THRUSH
11eant　upon　a　coPPice　gate
　　　When　Frost　was　spectre－gray，
And　Winter’s　dreg6　made　desolate
　　　The　weakening　eye　of　day．
The　tangled　bine－stems　scored　the　sky
　　　Like　strings　of　broken　lyres，
And　all　mankind　that　haunted　nigh
　　　正lad　sought　their　household且res．
The　Iand’s　sharp　features　seemed　to　be
　　　The　Centurゾs　corpse　outleant，
正【is　crypt　the　cloudy　canopy，
　　　The　wind　his　death－1ament．
The　ancient　pulse　of　germ　and　birth
　　　Was　shrunken　hard　and　dry，
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And　every　spirit　upon　earth
　　　Seemed　fervourless　as　I．
At　once　a　volce　arose　among
　　　The　bleak　twigs　overhead
In　a　full－hearted　evensong
　　　Of　joy　illimited；
An　aged　thrush，　frai1，　gaunt，　and　small，
　　　In　blast－ber　1田ed　plume，
Had　chosen　thus　to　fling　his　soul
　　　Upon　the　growing　gloom・
So　little　cause　for　carolings
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　Of　such　ecstatic　sound
Was　written　on　terrestrial　things
　　　Afar　or　nigh　around，
That　I　could　think　there　trembled　through
　　　His　hapPy　good－night　air
Some　blessed　Hope，　whereof　he　knew
　　　And　I　was　unaware．
31　Z）ece〃zber　1900．
私は雑木林の木戸にもたれていた
霜は亡霊のように蒼く
冬のなごりに
昏れゆく陽はわびしい
もつれた枯ツタは
こわれた立琴の絃のように空をきざむ
近くに人影はなく，みな暖かな家に帰ってしまった
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みわたすかぎりの大地は
横たわる世紀の骸，
その墓は雲の天蓋，
死の嘆きを歌うは風
脈々と続いてきた胚胎と
誕生の鼓動も今はひからびはて
地上の精気は
私のように熱を失なっている。
頭上の寒々とした小枝から
急に聞えてくる喘き声
限りない悦びの
胸あふれるタベの讃美歌
老いさらばえた小さなつぐみが
吹きすさぶ風に羽を逆だて
深まる闇にむかって
魂をふりしぼるようにさえずっている。
これほどの胱惚のさえずりは
どこから生れてくるのか。この地上
には悦びの泉となるものは何もないのに。1
つぐみは私の知らぬ聖なる希望を
知っているのか。これほどの幸福な
タベの讃美歌をかなでるのは。
1900年12月31日
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　詩の最後の日付にあるようにこの作品はバーディが十九世紀に捧げた挽
歌である。風景そのものが世紀の屍体であるという表現はspace－time
continumを形成している。つまりこの詩は冬の夕暮れの風景を詠むこと
で同時に歴史を読みそしてバーディ自身の個人史をも組み込んでいる。特
に注目されるのはキーツやシェリーのエコーを巧みに織りこんで陰画を作
っている点である。タイトルの‘Darkling’そのものが“Ode　to　a　Nigh－
tingale”の‘Darkling　I　listen’を連想させる。冬の夕暮は一日の一年
の，そして十九世紀の夕暮でもあるし，六十歳を迎えたバーディ自身の人
生の夕暮でもある。
　詩人は冒頭‘coppice　gate’にもたれかかる。　gateは自然へ通じる境界
線を示している。自然の風景の中に立つ銘標（inscription　epitaph）とみな
すことができる。荒涼とした空をかたどる枯れた蔦がこわれた琴絃に喩え
られているところは，落葉し鳥たちも去った枯枝に廃虚となった寺院のイ
メージを重ねるシェイクスピアのソネット73番を連想させる。晩年を迎
え迫りくる死は近よる夜の闇に喩えられている。ソネット73番ではやがて
消える生命の火の予感がいっそう深い愛へのいざないとなるのだが，この
詩では風景の中にも詩人の中にも愛をかきたてる‘fervour’はすでにな
い。そして人々が暖かな炉辺に帰った後の風景はそのまま墓場へと転ず
る。ここにGrayのエレジーの余韻を聞くことができよう。
　第二連では大地そのものが屍体と化す。第一連の‘leant’も詩人がすで
に死に傾斜した精気のない状態にあることを示すが大地の方は既に‘out・
1eallt’してしまっている。‘His　cript　the　cloudy　canopy’この行の前後に
はシェリーの“Ode　to　the’　West　Wind”のエコーがある。‘…thou　dirge／
Will　be　the　dome　of　a　vast　sepulchre，／Vaulted　with　all　thy　con－
gregated　might／／of　vapours，　Of　vapourS．　from　whose　solid　atomo♂
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sphere／Black　rain，　and　fire，　and　hail　will　burst：oh，　hear！’壮麗な
大空の交響曲をかなでる力強いシェリーの調子に較べてバーディの風は死
の哀歌である。それは万物をうち枯らし，大地の生命の脈拍さえ止まって
しまったようだ。spirit（精力・精子）を前後のgerm（胚）とbirth（誕生）
と結びつけると生殖と生誕の過程を意味するとすれば自然と世紀の豊かな
繁殖の力が失われて（‘And　every　spirit　upon　earth／Seemed　fervourless
as　1．’）いると同時に詩人自身にもそれが無いことを暗示している。（エマ
との不和及び子供のないことを読み取ってもよいだろう）。
　第三連は前二連とは違って一読するとロマン派の詩に近づいているよう
にみえるが，以下説明するようにやはりその陰画に他ならない。まず無限
の喜びにうちふるえて鳴くつぐみ（‘ln　a　ful1－hearted　evensong／of
joy　illimited／…／Had　chosen　thus　to　fling　his　sou1／Upon　the　grow－
ing　gloom．，）はキーツのナイチンゲールの‘full－throated　ease，或は
‘While　thou　art　pouring　forth　thy　soul　abroud／ln　such　an　ecstasy！’
を連想させる。しかしキーツのナイチンゲールがのびのびと‘pouring
forth　thy　soul’であるのに対しバーディのつぐみは‘had　chosen　thus
toガ初8　his　soul（イタリック筆者）’と悲愴な決意でむりやり鳴き声を投げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
つけている。それと言うのもこのつぐみは老いているばかりでなく，あた
●　　　●　　　●
りの自然の中には彼の‘joy　illimited’に呼応してくれるものは何も見当た
らないのである。シェリーもキーツも鳥を至福の充足した存在の象徴とみ
なし想像力の飛翔の中でecstasyを共有したいと希う。しかしバーディ
の場合，つぐみと詩人の乖離は絶対的なものである。しかもつぐみは死ん
だ大地からも孤立している。詩人はむしろ鳥の‘joy　illimited’へ傾斜する
より屍体と化した大地の方で傾斜している。このようにバーディにはロマ
ン派詩人の超越的Visionは欠けており，彼の視線は低く地平を彷裡す
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る。“Proud　SongsterS”でも否定語をつみ重ね，春に歌う小鳥たちも，
ほんめ少し前までは‘But　only．particles　of　grain，／And　earth，　and
air，　and　rain．’であると大地につき戻すのである。自然に還ることは自然
そのものに意味ない以上ひとつの物理的現象でしかない。彼は自然の中に
inspirationを求めたり自然との合一を希うことはない。自然も時間の支
配下にてり変化そのものこそ世界の唯一の実相であるとして，それを時と
場所に応じて詩にしていった。それを彼は“phenomena　as　they　are
forced　upon　us　by　chance　and　change”と表現している。ロマン派の
詩人たちの感性を自然にすりよせていくような自然観に対し・｝一ディは自
然をもう一度自然に投げかえすようなドライな自然観をもっている。人間
中心的な自然観から，自然をもう一度，それ自体として捕える試みの方向
K現代詩は向う，それはアメリカの現代詩に於て果敢に行なわれる実験で
あるの蕊イギリスに於てもP・一・／ンスを経て，テ・ド・ヒ・一ズのすぐ
れた動物詩に顕われている。
II　透明な肉体の眼一バーディの手法
　しかしバーディは全く，ロマン派から離反してしまっているのではな
い。それは彼の詩の多くがロマン派の陰画として作用しているからであっ
て（その点で同じロマン派末喬のデ・ラ・メアと少し異なる），次にM．
H．Abramsの論文から援用するロマン派のnature　descripive　poem
（Ab，am。　lt　G’・e・ter　R・m・nti・Ly・i・という用語を用いてL’る）に共
通するパラダイムに彼の詩の多くがあてはまることからも明らかである。
しかしこのパラダイムからバーディの詩が外れている点もあり，その点こ
そバーディの詩を特徴づけるものであろう。
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　　MH．　Abramsはロマン派の自然詩を論した“Structure　and　Style
in　the　Greater　Romantic　Lyric”の中で，コウルリッジの“The　Eolian
Harp”“Frost　at　Midnight”“Fears　in　Solitude”“Deject三〇n：An　Ode”
ワーズワースの“Tintem　Abbey”“Ode：Intimation　of　Immortality”
シ＝リーの“Stanzas　Written　in　Dejection”“Ode　to　the　West　Wind”
キー一ツの“Ode　to　a　Nightingale”などに共通するパラダイムを次のよ
うに要約している。
　　　　These　instances　yield　a　paradigm　for　the　type．　Some　of
the　poems　are　called　odes，　while　the　others　approach　the　ode
in　having　lyric　mag且itude　and　a　serious　subject，　feeling　fully
meditated．　They　present　a　determinate　speaker　in　a　particula－
rized，　and　usually　a　localized，　outdoor　setting，　whom　we　over・
hear　as　he　carries　on，　in　a　fluent　vernacular　which　hses　easily
to　a　more　formal　speech，　a　sustained　colloquy，　sometimes　with
himself　or　with　the　outer　scene，　but　lnore　frequently　with　a
silent　human　auditor，　present　or　absent。　The　speaker　begins
with　a　description　of　the　landscape；an　aspect　or　change　of
aspect　in　the　landscape　evokes　a　varied　but　integral　process
of　memory，　thought，　anticipatio11，　alld　feeling　which　remains
closely　intervolved　with　the　outer　scene．　In　the　course　of　this
rneditation　the　lyric　speaker　achieves　an　insight，　faces　up　to　a
tragic　loss，　comes　to　a　moral　decision，　or　resolves　an　emotional
problem．　Often　the　poem　rounds　upon　itself　to　end　where　it
began，　at　the　outer　scene，　but　with　an　with　an　altered　mood
and　deepened　understanding　which　is　the　result　of　the　inter．
vening　meditation（9）．
これをいささか乱暴なほど簡略に図式化すると次のようにする。（1）風景
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の描写，（2）それにより喚起された回想と瞑想。（3）精神の蘇生と昂められた
洞察（4）風景への回帰
　バーディの“Wessex　Heighs，1896”がこのパラダイムにあてはまるこ
とはFrank　R．　Giordanoが委曲を尽くして論じている。しかし“Wessex
Heights，1896”では（3）のプロセスが欠けているのではないだろうか。
Abramsは　‘ln　the　course　of　this　meditation　the　lyric　speaker
achieves　an　insight，　faces　up　to　a　tragic　loss，　comes　to　a　moraI
decision，　or　resolves　an　emotional　problem．’と言っている箇所だが，
“Wessex　Heights”のspeakerは単に彼を襲う過去からの亡霊と苦い後
悔の念から（高地に登ると）自由になれると言っているだけで，自然の岩の
ような蛭取りの老人に遇った後のワーズワースのような‘moral　decision’
に到達しているのではない。或は“Frost　at　Midnight”のコウルリジの
ように自然の中に育つ我子を想像して神の創った万物への信頼を回復した
わけでもない。
　‘‘Beyond　the　Last　Lamp　‘‘Near　Lanisvet，1872　‘‘At　Castle　Bo－
tere1”“The　Shadow　on　the　Stone”など，及び既に言及した“Neutral
Tones”や“The　Darkling　Thrush”でもこのパラダイムの連鎖の中でハ
ーディの詩に欠落しているのは（3）である。自然と回想とを見事に融和させ
た“At　Castle　Boterel”を例にとろう。
AT　CASTLE　BOTEREL
As　I　drive　to　the　junction　of　lane　and　highway，
　　And　the　drizzle　bedrenches　the　waggonette，
Ilook　behind　at’the’fading　byway，
　　And　see　on　its　slope，　now　glistening　wet，
　　　　Distinctly　yet
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Myself　and　a　girlish　fom　benighted
　　　In　dry　March　weather．　We　climb　the　road
Beside　a．chaise．　We　had　just　alighted
　　　、To　ease　the　sturdy　pony’s　load
　　　　　　　When　he　sighed　and　slowed．
What　we　did　as　we　climbed，　and　what　we　talked　of
　　　Matters　not　much，　nor　to　what　it　led，－
Something　that　life　will　not　be　balked　of
　　　Without　rude　reason　ti11　hope　is　dead，
　　　　　　　And　feeling　fled．
It　fiIIed　but　a　minute．　But　was　there　ever
　　　Atime　of　such　quality，　since　or　before，
Ip　that．hill’s　story？　．To　one　mind　llever，
　　　Though　it　has　been　climbed，　foot二swift，　foot－sore，
　　　　　　　By　thousallds　more．
．Primaeval　rocks　form　the　road’s．steep　border，
　　　　　And’much　have　they　faced　there，　first　and　last，
　Of　the　transitory　in　Earth’s　long　order；
　　　　　But　what　they・record　in”colour　and　cast
　　　　　　　　Is－that　we．　two　passed．
　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
And　to　me，　though　Time’s　un缶ncning「rigour，
　　　In　mindless　rote，　has　ruled　from　sight
The　substance　now，　Qne　phantom　figure
　　　Remains　on　the　slope，　as　when　that　night
　　　　　　　Saw　us　alight．
1100k　and　see　it　there，．shrinking，’shrinking，
　　　1100k　back　at　it　amid　the　rain
For　the　very　last　time；for　my　sand．is　sinkillg，
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And　I　shall　traverse　old　love’s　domain
　　Never　again．
March　1913．
ボテレル城近傍
小雨にぬれそぼつ馬車で
小径と街道の交わる辻に出ると
私はふりかえる，遠くかすんでいく小径を．
その坂に濡れて光るのがみえるのだ
まだくっきりと
私と乙女の姿が，晴れた主月の
黄昏にゆき暮れているのが。二人は馬車の
かたわらを歩む，たった今，降り立ったのだ
息を切らせ，歩の援るむ
小馬の荷を軽くしようと。
その時二人が何をし，何を話したかは
どうでもよい．その後の顛末も．それは
いわれもなく人生からとり去られるものではない
大切なこと
希望と心が逃げてしまわぬまでは。
ひとときのできごとだったが
前にも後には丘の上にのこされた
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　歴史の中にこれほどすぽらしい一瞬があったろうか～
　私にはその時だけだった。
　その丘をたくさんの人々が走早に或いは
　重い足どりでのぼったけれど。
険しい道の両側の太古たの岩たちは
昔からたえず大地のうつろい
を眺めてきたが
岩たちがくっきりと色あざやかに記録するのは
一二人が通ったこと。
時のひるまない，心なき仕うちによって
あの乙女の姿は消えてしまったけれど
ひとつのまぼろしは残る，坂の上に，
ちょうどあの夜，二人が降り立ったままに。
私には見える，今，まぼろしが小さくなっていくのを
これを見おさめとふりかえる雨の中を，
私の時の砂も少なくなって
この愛の思い出の土地を訪れることは
二度とないだろう。
詩人は特定の場所をまず呈示する。そこはタイトルにもあるとうりコン
ウァルの小村，St．　Juliotの近くBotere1城の近郊である。さらに街道
と小径の交わる辻に今，詩人はいる。なぜ詩人がそこに来たのかは伝記的
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事実を知らない読者には説明はない（10）。・雨のぞぽ降る中，おそらく馬車
の中から詩人は坂の方向を振り返る。するともう一人の自分と少女のよう
な影が見える。彼らは昏くなりかけた小径を歩いている。ここでの時刻の
移行と，第一連の最後の‘Distinctly　yet’から第二連へかけての旬奪な
がりの手法は見事である。現在詩人の見ている小径に過去の世界を読者に
　　　　■
気づかれぬようにすんなり結びつけている。‘We　climb　the　road　Beside
achaise．’という実際は過去の世界の中に読者はいつのまにか入りこんで
いる。次の‘we　had　just　alighted’から過去形に移行するわけだがバー
ディは現在と過去を裁断せず，過去がそのまま現前するかのよむにに処理
しているのである。次に第三連で過去形を用いたのち，第四連では再び過
去から現在完る時制へとスムーズに移行し，第五・六連では現在完了から
現在形に移行し，最終連では再び現在形へ戻る。しかもこれらの時制の移
行は無理なく自然に行なわれており，その結果，地球の無窮の時間の流れ
‘Earth’s　Iong　order’と個人の出来事の一回性がすぼらしい堅固な構造の
中で結びつき，感傷に流れない野情性が確保されている。最終連ではかつ
て愛した女が肉体的存在（substance）としては消滅したが，‘phantom
figure’として残る。しかしその前の連で太古の岩がこの二人の恋人の過
去の一回の出来事を記録する，と断言する詩人の信念は，彼の記憶の力と
せめぎ合う時間の仮借なき流れに括抗しえるのだろうか。詩人の砂時計の
砂が沈むにつμて幻影の女も坂のむこうに縮少していくのであれぽ，詩人
は最後には時間を受容しているのである。これは時間の仮借なき力に対す
る敗北か，或は形而上的visionの勝利かという二つの読み方をめぐっ
て，J．　Hillis　MillerとDonald　Davieの論点になっているのだが，筆
者はこれはDavieの方が分が悪いと思う（11）。なぜならバーディには自然
の背後に不可視な形而上的世界を想定し，そこに愛の永遠性を保証する何
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らかのプラトニズムをみとめるような事はどの作品にもみられないからで
ある。‘But　what　they　record　in　colour　and　cast／Is－that　we　two
passed．’はバーディにしては珍しい肯定的断定であるが次の連の冒頭では
‘And　to　me…’と幻影の存在を自分にだけ見えるものと限定している。そ
こがP一ディの謙虚さであり，地上を離れて超越的な世界へ飛翔する一歩
手前で踏みとどまる重さでもある。生命ある限り過去を記憶しそれを風景
の中で蘇えらせることをバーディは詩人としての責務であると教えていた
ので㍉彼は時間というものの外へ飛翔し去ることを遂にしない。（この点
についてはもう一度後に言及しよう）　　　　　　　　　　　．
　さてこ’の詩を上記のパラダイムにあてはめると（1）～（4）のうちやはり（3）が
欠落している。何故（3）が欠落するのかという疑問に対する答のヒントは次
の伝記からの引用文の中に隠されているのではないだろうか。
　　For　my　part，　if　there　is　any　way　of　getting　a　melancholy
satisfaction　out　of　life　it　lies　in　dying，　so　to　speak，　before　o且e
is　out　of　the　flesh，　by　which　I　mean　putting　on　the　manllers
of　ghostS，　wandering　in　their　haunts，　and　taking　their　views
of　surrounding　things：To　think　of　Iife　as　passillg　away　is　a
sadness；to　think　of　it　as　past　at　least　tolerable．　Hence　evell　when
Ienter　into　a　room　to　pay　a　simple　moming　call　I　have　uncon・
sciously　the　habit　of　regarding　the　scene　as　if　I　were　a　spectre
not　solid　enough　to』 奄獅?撃浮?獅モ?@my　environment；only　fit　to
めehold　a且d　say，　as　another　spectre　said：‘‘Peace　be　unto　you！”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、乙ife，　pp．209－10）（12），
　バーディが時間とその終局の姿としての死に愚かれていたことは多くの
詩が物語っている。特に自分が既に棺桶の中に横たわっているところを想
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像した“The　Six　Boards”や，死後の自分を人々の醇で想像する“After・
wards”などがすぐ思い浮かぶ。上に引いた文からも推量できるように
バーディはできるだけ自分の肉体性を消去して，すでに，生者であ．るうち
に霊的な透明な眼となって，・死老の持b時間の全体的透視を得ようとしtg．
のではないだろうか。それはghostの受動性と透明性を持つことを意味
するだろう。この自己消去による霊化の後に残るのは視覚と聴覚である。
これに関連してSamuel　HynesはThe　Pattern　of　Hardy’s、Poetryの中
で興味深いことを指摘している。
　　This　imagistic　bareness，　this　unwillingness．to　indulge　the
sensual　for　its　own　sak臼，　is、simply　another　aspect　of　the
restraint　and　deconlm　which　characterized　Hardy’s　entire　life．
Mrs．　Hardy　tells　us　that　he　could　not　stand　to　be　t6uched，　and
one　senses　this　fastidious　withdrawal　form　d量rect　phssical　con－
tact　with　life　in　much　of　the　poetry．　For　example，　he　rarely
used　images　involving　the“contact”senses　of　touch　and　taste，
or　the　kinesthetic　sense，　preferring　images　of　sight　and　sound
－the　senses　which　can　operate　at　a　distance．　Through　such
devices　he　made　his　poems　those　of　an　observer　than　of　an
agent；his　speaker　is　consistently　outside　the　event・observing
it　but　not　involved　in　it．（13）
　バーディの小説でも或る人物が物陰から他の人物を盗み視るというシー
ンが多い。透明化し単なる眼となった・‘observer’・は‘agent’となって対
象に働らきかけることはしない。作品のなかに現われるバーディの視覚は
恐るべく遠隔的であり，姿を見せないghostのそれのような冷たさを感
じさせることが多い。彼がWessex－Poemsに入れた自作のスケッチ画の
中に小羊を放牧する風景の中景に眼鏡を重ねて描いたものがある（14）。詩
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の内容は失われた青春の愛の回顧であるが，それが風景と重ね合わされ，
さらにそれを見る姿なき人物の眼鏡が描かれているところがバーディの詩
の構造のひとつの原型をなしていると思われる。風景一その中の人影
一それを観る透明な眼という原塑である。むろんこれに時間の次元を重
ねれば，人影は過去の自分或は恋人，或は知人であり，それを観る眼は肉
体性を消去して透明化した現在の詩人である。バーディは既に死老となっ
て透明となった眼で風景の中の人影を回想すると言いかえることができる
だろう。そしてこの回想する透明な眼がなけれぽ風景の中の人影も存在せ
ず，むろん風景も存在しないのである。“Beyond　the　Last　Lamp”eま，
夕暮れにロンドン郊外の小径を物思に耽ってゆっくり歩く恋人たちのプロ
フィールを浮かびあがらせる。三十年という歳月が過ぎて彼らはどこへ去
ったのだろうか。そして最後のスタンザ。
Whithes？Who　knows，　indeed…And　yet
To　me，　when　nights　are　weird　and　wet，
Without　those　comrades　there　at　tryst
　　Creeping　slowly，　creeping　sadly・
　　That　lone　lane　dりes　not　exist．
There　they　seem　brooding　on　their　pain，
And　wil1，　while　such　a　lane　remain．
どこへ？　誰れが知ろうか…しかし，私にとって，
雨の降るうす気味の悪い夜などは
ゆっくりと　かなしげに歩む
相逢の二人がいなけれぽ，そのわびしい
小径は存在しない。
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心のきずにうなだれて
小径のある限り，二人は歩むだろう。
　「しのび会う二人がいなければあのわびしい小径は存在しないのだ。」
ここで人影が場所（風景）の存在を支えているのだが，その人影を風景の
中に投影するのはあくまで詩のspeakerの透明な眼である。つまり記憶
による過去の現前化という作用がなければ人影も又，その背景をなす土地
も存在しないことになる。
　バーディにとって眼前にある自然はそれだけではneutralなものであっ
て，それが風景として意味を持つのは，記憶によって過去をそこに回復し
たときなのだ（15）。ロマン派の詩人たちの場合，風景を前にして（或は自
然の中にいて），詩人はたいてい失意（dejection）の状態にある。そして
（2）から（3）の過程を経て自然（時に回想された自然）に対する愛や畏敬や共
感によって生命の甦りを経験する。バーディの詩の話者は既に死者として
自己の存在の全的否定（annihilation）を完遂した透明な存在（亡霊）の眼
として働いている。それによって時間と空間の全体的パースペクティヴを
獲得している。
　J．Hillis　Millerの次の指摘はこの点で参考になる。
　　…for　Hardy　ghosts　are　out　of　time　altogether．　Like　the
protagonist　of‘Wessex　Heights’，　they　have　returned　to　the
place　where　man　is　before　birth　and　after　death．　If　in　one
sense　Hardy’s　ghosts　return　to　the　present　from　the　past，　as
beings　whose　lives　are　already　over，　in　another　sense　their
perspective　on　the　present　is　from　the　future．　They　see　things
from　before　and　after　time。　From　the　infinite　distance　of　death
they　view　the　present　as　something　which　has　already　hap・
一71一
陰画のロマン主義一バーディの風景詩（橋本）
pened　and　which　has　aiready　been　followed　by　its　inevitable
consequences．　This，　says　Hardy，　is　the　ollly　way　to　make　the
P「esent　tolerable．（16）
　先に引用した伝記の文章とMillerの上記の示唆に富む洞察を参考にし
て考えると，時間の流れの必然の結果，つまり忘却と死に愚かれたバーデ
ィが人生を‘tolerable’なものとする方法は自己を透明化し過去と現在と
未来とを同時に見透すことにある。人生を忘却と死の方向から逆に透視す
ることが可能なのはこの方法のためである。バーディが幾つもの透明な眼
となって二人の男女の運命を予告してしまう詩がある“Near　Lanisvet，
1872”と“Honeymoon－Time　at　an　Inn”がその典型である。未来から
過去ないし現在を見るようなこの奇妙な逆転現象は，バーディがすでに過
去，現在を大過去としてみるからである。言いかえるなら未来かう見る死
者として詩の中のあらゆる時制を既視化（d6ja　vu）にしてしまうからであ
る。批評家には従来あまり注目されていないが，バーディの不気味なねじ
れたユーモアと不吉な前触れを見事に形象した“Honeymoon・Time　at
an　Inn”をみよう。
HONEYMOON－TIME　AT　AN　INN
At　the　shiver　of　morning，　a　little　before　the　false　dawn，
　　　　The　moon　Was　at　the　window－square，
　　Deedily　brooding　in　deformed　decay－
　　The　curve　hewn　off　her　cheek　as　by　an　adze；
At　the　shiver　of　morning　a　little　before　the　false　dawn
　　　　So　the　moon　looked　in　there．
Her　speechless　eyeing　reached　across　the　chamber，
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　　　　　　　Where　lay　two　souls　opPrest，
　　　One　a　white　lady　sighing，‘Why　am　I’sad’！’
　　　To　him　who　sighed　back，‘Sad，　my．　Love，　am　I！，
And　speechlessly　the　old　moon　conned　the　chamber，
　　　　　　　Alld　these　two　reft　of　rest．
While　their　large－pupilled　vision　swept　the　scene　there，
　　　　　　　Nought　seeming　imminent・
　　　Something　fell　sheer，　and　crashed，　and　from　the　floor
　　　Lay．glittering　at　the　pair　with　a　shatter豊d　gaze，
While　their　large－pupilled　vision　swept　the　scene　there／，
　　　　　　　And　the　many－eyed　thing　outle3nt．
With　a　start　they　saw　that　it　was　an　old－time　pier－gla6s．
　　　　　　　Which　had　stood　on　the　mantel　near，』
　　　Its　silvering　blemished，－yes，　as　if　wom　away’
　　　By　the　eyes　of　the　countless　dead　who　had　smirked　at　it
Ere　these　tw6　ever　knew　that　old－time　pier－glass
　　　　　　　And　its　vague　and　vacant　leer．
As　he　looked，　his　bride　like　a　moth　skimmed　forth，．L　and
　　　　　　　　　　kneeling
　　　　　　　Quick，　with　quivering　sighs，
　　　Gathered　the　pieces　under　the　moon’s　sly　ray，
　　　Unwitting　as　an　automaton　what　she　did；
Till　he　entreated，　hasting　to　where　she　was　kneding，
　　　　　　　‘Let　it　stay　where　it　lies！，
Xong　years　of　sorrow　this　means！’breathed　the　lady
　　　　　　　As　they　retired．‘Alas！’
　　　And　she　lifted　Qne　pale　hqnd　3cro呂s　hgr・ey自s・
　　　‘Don’t　trouble，圏’Lbve；it’6　nothin窪，’．the　br睡groom　said．
るLong　years　of　sorrow　for　us！’murmured　the　lady，
　　　　　　　‘Or　ever　this　evil　pass！’
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And　the　Spirits　Ironic　laughed　beh五nd　the　wainscot，
　　　　　　And　the　Spirits　of　Pity　sighed．
　　　‘It’s　good，，　said　the　Spirits　Ironic，　‘to　tickle　their
　　　With　a　portent　of　their　wedlock’s　after－grinds．’．
And　the　Spirits　of　Pity　sighed　behind　the　wainscot，
　　　　　　‘lt’s　a　portent　we　cannot　abide！
‘More，　what　shall　happen　to　prove　the　truth　of　the
　　　　　　　　　portent？，　　　　　，
　　　　　　一‘Oh；in　brief，　they　will　fade　till　old，
minds
　　　And　their　loves　grow　numbed　ere　death，　by　the　cark
　　　　　　　　　of　care。，
　　　一‘But　nought　see　we　that　asks　for　portents　there？一
‘Tis　the　lot　of　all．一‘We11，　no　less　true　is　a　portent
　　　That　it　fits　all　mortal　mould．’
夜も明けきらぬ肌寒き朝
月は四角の窓に
陰うつに歪んだ顔でじっと差し込む，
斧で立ち切られた頬をして，
朝まだ寒き，夜もあけそめぬ頃
そんな月光がのぞきこんだ。
月光は寄りそう二人のいる
部屋の奥まで無言で照らす
白い顔の女がため息をつく「何だか哀しいわ」
男もため息で答える「俺もさ」
月は黙って覗きこんだ
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眠れぬ初夜の二人。
彼らは大きく見ひらいた眼であたりを見た
何事もないようだった。すると
何かが落下して砕ける音が聞こえ
床からこちらをみつめる視線がある。
彼らは大きく見ひらいた眼であたりを見た
無数の眼が床に散つていた。
二人をぎくりとさせたもの，それはマントルの上に
先ほどまでかかっていた古い姿見
裏うちがはがれおち一まるで
それに向って笑いかけた無数の死者の眼で
すりへらされたように。彼らのうす笑いを
この二人が見る前に。
女は蛾のような軽い足どりで
すばやくひざをつくと，ため息をつき
秘かな月光の下で破片をひろう
自動人形のように無意識に。
駆け寄った男が言う
「そのままにしておきな」
「不吉な前ぶれだわ」花嫁は言う
ベッドにもどりながら「ああ，なんてこと！」
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　彼女は青白い手を眼にかざした。
　「心配するな，何でもないさ」男が言った。
　「永い悲しみが待っているわ」‘女はつぶやく’
　「この呪いが消えればいいのに」
皮肉の霊が板張りのむこうで笑う。
憐患の霊がため息をつく。
皮肉の霊「不吉な前ぶれで新婚の二人をいじめるのも悪くない」
憐患の霊は板張りのむこうでため息をつく。
「苛酷な前ぶれだ」
「ところでこの前兆を実証するのは？］
「ああ，彼らの愛が冷えるだろう，
二人の色香もうせるだろう，浮世の苦労でね」
「でも，この二人に呪いをかけるいわれはないそ」
「万人の宿命というものさ」「生ける者すべてにか
かるというのも呪いのゆえんさ」
　タイトルの‘Honeymoon’はアイロiカルである。蜜のように甘いはず
の月は斧でけずられたような三日月である。この月は新婚のおそらくは初
夜の床にいる二人を陰気に覗きこんでいる眼である。次に砕け散って無数
の破片となった古い鏡はかつてこれを覗いた死者たちの「虚ろなうす笑
い」を浮かぺるたくさんの眼である。破片を拾い集めるために駆け寄る女
の挙動は「蛾のように音もなくすっと歩んだ」とある。蛾は言うまでもな
く死霊を象徴するもので，女がまもなく死ぬことの前触れだ。最後の二連
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は作品には蛇足であるが，ぐ一ディが詩作する場合に作品のシーンの外に
置くもうひとつの透明な眼をよく示している。板張の背後の二つの霊は部
屋の中の二人の未来を透視する眼なのだから。これは風景に重ねられた眼
鏡が示すもの（注（14）参照），或は“Near　Lanisvet　1872”の最後の連で
‘－`las，　alas！’という言葉を発する透明な存在の声の示すものである。
“Honeymoon－Time　at　an　Inn”では月が上から，鏡の破片が下から，
横からは霊がそれぞれ部屋の中の男女を見ているのであるが，何も見えな
い男と女の眼の方が‘their　large－pupilled　vision’と表現されているのは
バーディの意地の悪いユーモアである。
　ロマン派の自然詩のパラダイムと一致するように見えながら微妙なずれ
がでてくるのはこの場合，作品の風景ないしシーンの外に設定された透明
な眼（或は関係のない存在の声）がロマン派の場合の過去一現在一未来と
いう時間の流れを逆転させて未来一現在一過去と透視するからではないだ
ろうか。むろんここでいう逆転した場合の未来とはバーディの固定観念，
忘却と死を予告する，否，必然とする未来である。ロマン派の詩人たちの
詩の結びとバーディのそれは如何に異なるか一目瞭然であろう。むろんロ
マン派の詩人たちの詩がすべて希望の或は，超越的存在への呼びかけの表
現で終わっているわけではないのは言うまでもないが数えてみれば失望よ
り圧倒的に多いのは確実である。しかしバーディには失意の回想から明る
い希望への転調は絶えて聞くことができない。
　ロマン派の自然詩の声はほとんどの場合，詩人自身の生のspeaking
voiceであり（17），自然との交感を通じて，詩人の未来への希望の表明で終
わるのに対し，バーディの詩の中の声（‘1’）は単純ではない。彼は風景の
中の人影として表われる場合も，もうひとつの透明な眼が風景の外，こう
いってよければ作品の外に隠れたvoiceとして作用し，多くの場合，死や
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忘却に終わる未来を予告している。上述の（3）が欠落するのはここに原因が
あると言えよう。
　先に風景一その中の人影一それを見る透明な眼というバーディの詩
の原型を指摘しておいたがここで詩のspeaking　voiceとこの原型との関
係をバーディにしてはいささか特異である二っの詩“ln　Front　of　the
Landscape”と“Wessex　Heights”を視野に入れて検討してみる。その前に
風景が詩人に対して持つ意味を碑銘文学を手がかりに究明したGeoffrey
H．Hartmanの論文からここに必要な部分だけを要約してみよう（18）。ハ
ルトマンはギリシャ詩歌集から入ってきたエピグラムの伝統がワーズワー
スの“Line　in　a　Yew　Tree”や“Tintern　Abbey”などに影響する経緯
を説明する中で，十八世紀のエレジーは自然詩と不可分の関係にある地誌
（locodescriptive　literature）が死の瞑想と結びついて風景が意味をおびてく
ること。そしてそれが詩人の心を揺する回想をよびさますことを指摘して
いる。エレジーでは墓地が心をうこかす場所というだけでなく，風景全体
が過去の相貌をおびた大きな墓地となる。この墓地と自然の同一化はグレ
イのエレジーの成功によって神聖化される一方，グレイ自身も詩の中で名
もなき死者として墓銘碑によって救済されている。つまり詩人が土地
（genius　loci）と一体となり死者の一人として風景を叙し，過去を回想し
かつ現在の自分を語ることによって地霊を慰撫しよみがえらせると同時に
自分の精神をも蘇生させる。そして最後にoracular（宣託）としてmoral
を告げるのがワーズワースの自然詩の特微であるとハルトマンは言う。彼
はエプグラフの役目を果たすinscriptionを広く解釈し地霊をよびさま
すもの，つまり詩人の回想の契機となるものは碑銘文そのものでなくと
も，（‘The　Inscription　was　anything　consciousot　the　place　on　which　it　was
written’j，岩や，樹や，像，墓石，砂，窓，アルバム，日時計…などでも
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その機能を果たすと述べている。
　以上はバーディの詩の原型を考えるうえでたいへん参考になろう。とい
うのは上のinscriptionを，詩人の現在と過去をむすぶ結節点（Hinge）と
考えるならバーディの代表的な作品，特に風景を読んだものには必ずこの
inscriptionが存在するからである“The　Shadow　on　the　Stone”の
Druid　Stone，“Beyond　the　Last　Lamp”のthe　last　lamp，“At　Castle
Boterer’のthe　crossing　lane，“Near　Lanisvet，1872”の　the　hand－
post，“After　a　Journey”のBeeny　Cliff，“Honeymoon・Time　at　an
ln　1”のthe　pier－glass，“01d　Furniture”のknobやclockやvio1と
いうようにである。ここでバーディ自身の伝記の中の次の言葉に注目して
みよう。
　　Anobjector　mark　made　or　raised　by　man　on　a　scene
worth　ten　times　any　such　formed　by　unconscious　Nature．　Hence
clouds，　mists，　and　mountains　are　unimportant　beside　the　wear
on　a　threshhold，　or　the　print　of　a　hand．
　混沌として眼前に展開する風景は普通は我々を不安に陥し入れるだけで
あろう。その混沌に中心と秩序をもたらすのは人間の営為の痕跡をとどめ
るもの，道や街路灯や廃嘘や墓石その他である。風景がその結節点を中心
に凝縮してそれを見る者の回想がそこから次々とつむぎ出される時に風景
はひとつのまとまりを見せ‘monment　of　vision’へと結晶する可能性を秘
める。バーディの上記の詩が非常に具体性をおびた実在の場所の名前をタ
イトルや副題に冠しているというのも，この結節点をなす具体的な物
（inscription）をそこに所在さぜているからに他ならないと思われる。ハル
トマンの言うinscriptionはバーディの風景詩の中心的でこの結節点
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（hinge）の存在する詩では“At　Castle　Botere1”のように時間と回想と土
地が一体となって‘moment　of　vision’を作る。既に述ぺたようにこの
visionはロマン派詩人の場合のようなimaginationによる自然と情感の
轍合の結果うみだされるものとはいささか質を異にするのだが，バーディ
の． 鼾№煢�zの中で地霊となった‘phantom　figure’はそこに記憶の儀式
化を通じて永遠化され聖化されるのである。
　　さてここで先ほど特異と述べた二つの詩，“ln　Front　of　the　Landscape”
と“Wessex　Heights”に戻ろう。
ln　Front　of　the　LtzndscaPe
Plunging　and　labouring　on　in　a　tide　of　visions，
　　　　　　Dolorous　and　dear，
Forward　I　pushed　my　way　as　amid　waste　waters
　　　　　　Stretching　around，
Through　whose　eddies　there　glimmered　the　customed　landscape
　　　　　　Yonder　and　near
Blotted　to　feeble　mist．　And　the　coomb　and　the　upland
　　　　　　CoPPice－crowned，
Ancient　chalk－pit，　milestone，　rills　in　the　grass－flat
　　　　　　Stroked　by　the　light，
Seemed　but　a　ghost－like　gauze，　and　no　substantial
　　　　　　Meadow　or　Inound．
風景を前にして
悲しくいとおしい幻視の潮に飛び込んで
あがくように
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あたりの芒々たる水をかきわけて
すすむと
渦潮の中に遠く近く明滅する
見慣れた風景が
微かなもやに包まれる。窪地，樹を冠く
高地
古いチョーク・ピット，一里塚，
草地の小川
すべては亡霊のごときもやに化し，牧場も塚も
まぼろしのごとし。
　上に“ln　Front　of’the　Landscape”の最初の二連だけをあげたが，各
連それぞれ長短の行が交互に来て寄せては返す波のようなリズムがある。
バーディの風景詩の中では一番の長い詩で78行から成っている。手法的
にも技巧が凝らされており交差的に内部韻（internal　rhyme）がはりめぐ
らされている。しかし何より特徴的なのは催眠的呪文のようなリズムの繰
り返しの中で記憶の映像が圧倒的な力で詩人に押し寄せてきていることだ
ろう。詩人は次から次と押し寄せる波のような記憶に受動的に身をまかせ
ている。そしてあまりに圧倒的なその‘atide　of　visiolls’のために眼前
の風景は亡霊のような薄もやにかすむほどである。それらの記憶は生前は
詩人に冷遇された人々の怨霊である。
　バーディはSatires　of　Circumustance（1914）の巻頭を飾る一篇とし
て最初は“Wessex　Heights”を予定していた。それをなぜ“In　Front　of
the　Landscape”に変えたのかは資料的には詳らかではない。しかしこの
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風景と回想を扱う姉妹篇ともいえるほど類似している両作品の微妙な差位
がその回答となる。両作品とも自然の中にいる詩人が過去の記憶の亡霊に
圧倒されているのだが“Wessex　Heights”の方は最終連でわかるように
詩人はこれらの亡霊との対決をさけてWessex　Heightsに逃避すること
で自由を得ているのである。
So　I　am　found　on　Ingpen　Beacon，　or　on　Wylls－Neck　to　the
west，　Or　else　oll　homely　Bulbarrow，　or　little　Pilsdon　Crest，
Where　men　have　never　cared　to　haunt，　nor　women　have　walked
　　　　with　lne，
And　ghosts　then　keep　their　distance；and　I　know　some　liberty．
だから私は登る，イングペン・ビーコンに，西はウィルズ・ネックに
さもなくばなつかしきブル・バロウや小高いピルスドン・クレスト
に。そこには誰れもかよわず，共に歩んだ女もいない，亡霊たちも近
よらず，私はいくばくかの自由を知る。
　ところが“ln　Front　of　the　Landscape”ではこれら亡霊を真正面から
心の眼でみすえているのである。
Thus　do　they　now　show　hourly　before　the　intenser
　　　　Stare　of　the　mind
As　they　were　ghosts　avenging　their　slights　by　my　bypast
　　　　Body－borne　eyes，
Show，　too，　with　fUller　translation　than　rested　upon　them
　　　　As　livillg　kind．
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かつて私の肉なる眼にないがしろにされた
亡霊たちは，心のいっそう激しい凝視
の前にたえずその姿をあらわす。
生きていた時よりもはっきりとした甦えりの
姿で。
　その点で今はなき妻エマの死の意味を充分に自分のものにしようと，過
去と真すぐに向いあった詩篇Poems　of　1912－13をふくむこの詩集の巻
頭を飾るのは“ln　Front　of　the　Landscape”がふさわしいと考えたので
あろうと推定できる。
　以上の差異にも拘わらずこの両作品が今まで言及した他の作品とは違う
特質をそなえていることはもう少し別のところに原因がある。この二つの
詩ともパラダイムの③がやはり欠落しており詩人が未来に向けての決意で
はなく，過去への決意，詩の中の言葉を用いるなら‘the　intenser　stare
of　the　mind’をもって過去へ出発しようとしていることである。そうい
う自分の姿勢はすれ違う人々の眼には，次のように
Hence　wag　the　tongues　of　the　passing　people，　saying
　　　　In　their　surmise，
‘Ah－whose　is　this　dull　form　that　perambulates，　seeing
　　　　　　nought
　　　　Round　hiln　that　looms
Whithersoever　his　footsteps　turn　in　his　farings，
　　　　Save　a　few　tombs？’
すれちがう人々は
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かってに想像してこうしゃべりまくるだろう
「どこへ足をむけても，まぼろしを
みずに墓だけ見ている，あのものうげな
さまよう人影はだれだろう」と
見えるであろうが，自分の詩人としての仕事は過去への旅以外にはないの
だとバーディらしい控え目な結びで暗示しているのだ。とすれぽこの“In
Front　of　the　Landscape”はいわば彼の“Resolution　and　Indepen・
dence”であると解釈できる。
　“In　Front　of　the　Landscape”と“Wessex　Heights”がSatires　of
Circ％mstance（1914）以前と以後の詩の総決算のようなものであるひとつ
の証拠は次に述べるようにその中に描かれる風景と詩中のspeaking　voice
である‘1’との関係にあらわれている。次に箇条書にて要点を示そう。
　（1）　“At　Castle　Boterel”，その他言及したような他の短詩とは異なっ
てこの二つの詩にはウェセックスの風景と地形が総覧的にあらわれ，特定
の場所一箇所についての詩ではないこと。“Wessex　Heights”では実在
の地名がウェセックス全地域をすべて囲続する高地として言及されてい
る。そして先の最終スタンザの引用にもあるように詩人はそれらすべての
高地に同時に居るかのように（Omnipresentな存在であるかのように）
　　　o　　　●
地名が羅列されていること。“In　Front　of　the　Landscope”では実在の
地名は出てこないがやはり先の引用の第2連にあるようにウェセヅクスの
地形と風景が低い窪地から高地に到るまで総括的に言及されている。題名
の“the　Landscape”はある一箇所から視野に入る特定の風景でなくバー
ディの“the　mind’s　eye”に見えるウェセックスの風景のエッセンスであ
る。
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　（2）従ってこの二作品には特定の風景の中り結節点（hinge）を中心にし
て記憶を紡ぎ出して‘moment　of　vision’に結晶させた他の詩と違って
拡散的であること，風景が個別のもの（バーディの言う‘an　object　or
mark　made　or　raised　by　man　on、a　scene，’ハルトマンの言うinscri－
ption）に限定されず，風景が結節点のないままいわぽ‘a　tide　of　vision’
におおいつくされてしまっている。その結果，風景の中にいるspeaker
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　o
である詩人自体が受動的で透明な眼と化し，そこに圧倒的な力で過去の記
憶がおしよせている。ほんらいは風景の外にあって‘aprofile　against　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
background’である‘1’を含むその他の人影（“At　Castle　Botere1”で
は‘myse正f　and　a　girlish　form，）を見ている透明な眼がこの二つの詩で
は，風景の中にあるために，風景の中から次々と湧くように出てくる記憶
　　　　　　　　　　
の亡霊の波をコントロールできない。というよりむしろ意図的に受身にな
り，亡霊たちが自分の透明な肉体を通過していくのを自動記述的に記録し
ているように見える。言いかえるなら他の短詩においてバーディが風景の
中の人影（afigure　in　the　ladscape或b＃apro創e　against　a　back－
ground、）を多用し，過去の人物（バーディ自身現実に親交のあった人々）
を風景の中の人影として遠ざける（距離を置く）ことでその人物を取りま
く生々しさを極力排除し，それによってむしろ記憶の圧倒的な力をコント
ロールしようとしているのに対し，この二つの詩では，バーディ自身が
afigure　in　the　Iandscapeとして風景の中に入りこむことによって記憶
の亡霊たちとの距離を消してしまっているのである。それゆえにこそ，ハ
ーディにしては珍らしく観察者に終始することなく，“In　Front　of　the
Landscape”の中では“Yes，　I　could　see　them，　feel　them，　hear　them
addres　them”とagent（行動者）に変化しているのではなかろうか。む
ろんその行動は過去へむけての出発の決意であり，その点でロマン派の陰
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画であることに変わりはないのであるが，この二つの詩の中でバーディは
計らずもfalsettoでなく肉声で語っている。そして透明な眼の背後に隠
れていたバーディの肉体性が露わになっていることによって逆に過去の記
憶の亡霊の群れに追われるのだ。（‘…Iam　tracked　by　phantoms　having
weird／detective　ways－’）ここでは追う者が追われる者となる。言い換
えれぽ透明な眼を所有するのは風景の中の亡霊たちであり，バーディは
agentとしての肉体性ゆえに逆に翠争塾そして追跡されるのである。視者
と被視者の逆転が生じている意味でもこの二篇の詩はユニークである。
　バーディの固執観念である死と忘却をもたらす時の死神への抵抗は過去
への執拗ともいえる視線によって成立している。その過去とはウェセック
スの土に還った人々の過去でもあると同時に，彼自身の過去でもある。村
落共同体の過去をバラッド形式の“Voices　from　Things　Growing　in　a
Churchyard”や“Friends　Beyond”などで表現し，自分の過去を
Poems，1912－13などに結晶させたのである。“On　an　InVitation　to　the
United　States”で彼は実につつましく自分の詩人としての責務を述べる
のである。人間の涙の永い累積のない国への招待を辞退し，第2連で自分
に課せられた詩人の使命について：
For，　wonning　in　these　ancient　lands，
Enchased　and　Iettered　as　a　tomb，
And　scored　with　prints　of　perished　hands，
And　chronicled　with　dates　of　doom，
Though　my　own　Being　bear　no　bloom
Itrace　the　lives　such　scenes　enshrine，
Give　past　exemplars　present　room，
And　their　experience　count　as　mme．
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　　わたし自身は花をさかせずとも，
　　模様のある碑文の墓のような，
　　亡き人々の手の跡の刻まれた，
　　かずかずの悲劇の歴史をもつこの
　　旧き国に住んで
　　そんな風土が祭るいにしえの
　　草々を現在によみがえらせ
　　その想いをわがものとする。
　自分の人生は既に終ったことを認め，土に還った亡霊の声を現在によみ
がえらせることを自分の仕事と考える謙虚な詩人の声をここに聞くことが
できる。俗に言われる彼のペシミズムは，ここに到って人生からの逃避で
なく，むしろ，人生にとって不可避なものを凝視する強靱な精神と静かな
透明な眼であることが理解されるだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終
〈注〉
（1）　以下本文中のハーデaの詩の引用はすべてSamuel　Hynes（ed．）：The
　Complete　Poetict　Works　of　Thomas　Hardy，　3　vols，　Oxford，1982－1985カts
　ら取っている。“Neutral　Tones，1867”と‘‘ln　Vision　I　Roamed”は共にハ
　ーディの青年期の精神的危機の頃の作品で，そこには激しい恋愛経験がからん
　でいるようだが，それを契機に深い精神的虚無感を体験したことも推察される
　詩である。バーディの精神の構造と感受性のパターンはその頃決定されてしま
　ったようで，彼の詩の基本的な要素は年代的に展開をみせるようなものではな
　い。従って若い頃の詩が老熟の臭いがするか思うと逆tlt　Poems，　1912－13の幾
　つかの詩に青春の息吹の甦えりが感じられる。
（2）　バーディの詩ではンネット連作の“She　To　Him，1～IV”にみられるよ
　うに女性の立場から男性に語りかける作品がかなりある。これはバーディの女
　性観，とりわけ性についてのバーディの見方や体質を示している。真に偉大な
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　作家の例にもれず彼も両性的であることをEvelyn　Ha‘dyの‘Poet　and　Wo－
　men’が論じていて示唆してくれる所が多い。
（3）風景の中の人影（figure　or　profile）は・・一ディの想像力の特微を示す好
　例で，Tom　PaulinはThomas　Uardy：The　Poetry　of　Perceptionの第5・
　6章で詳述している。
（4）　James　Richardson：Thomas　Hardy’The　Poetry　of　Necessity　pp．103－
　4参照。
（5）　バーディは特に耳がよく，その効果が作品に現われていることはEvely
　Hardyの‘the　Countryman’s　Ear’セこ詳しい。たしかにバーディは眼と耳が・
　鋭く，自然の微細なところまで見逃さなかったことは小説の中の自然描写にも
　現われている。ただし彼がJohn　Clareや初期のKeatsのような自然観察の
　感覚的な繊細さを誇るような詩を書かなかったのは，彼が自然描写それ自体で
　なく風景の中の人間（Figure　in　the　Landscope）に関心を集中させたためで
　あろう。
（6）　バーディはロマン主義の詩人たちのインスピレーションの源泉である自然
　をmaterialな要素に環元してしまう。そういう意味で自然をもういちど《他
　老性》（otherness）でとらえ直そうと主張したロレンスに通じている。そして
　それはさらに自然や動物を人間中心的観点から引き離したテッド・ヒューズに
　も通じる。
（7）　この間にダーウィンが『種の起源』を出版したことが自然観に決定的変化
　をもたらした事は否定できないだろう。バーディの『森林地の人々』などにみ
　られる自然描写にその痕跡は著しい。
（8）序においてすでに言及したように，ロマソ派の詩の一面とバーディの詩の
　中でも特に風景詩とでも呼ぶべきものと記億の作用との関係に論点が絞ってあ
　る。
（9）　M．H．　Abrams，‘Structure　and　Sty］e　in　the　Greater　Romantic　Lyric，’
　in　Harold　Bloom（ed．），　Romanticism　and　Consciousness（1970），　p．201．
（10）　これはPoems，1912－13の一篇で，かってEmmaとの求婚期間にSt．
　Juliotを訪れたときのエピソードの回想である。
（11）　Dopald　DavieがAgendaのバーディ特集号（Vol　10　Nos．2－3，1972）
　の‘Hardy’s　Virgilian　Purples’の中でJ．　Hillis　MillerのThomas　Hardy，
　Distance　and　Desire（1970）に噛みつている。　　　　　　　　．
（12）　Florence　Emily　Hardy，　Tlte　Life　of　Thontas　ffardy（1961），　p．124．
（13）　Samuel　Hynes，　The　Pattern　of　Hardy’s　Poetry（1961），　p．124．
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（14）“In　a　Ewelease　Near　Weatherbury”に付した風景画。透明な，見る者
　の肉体の欠けた眼鏡と風景の写実の中間に‘mind　sight’が演出する回想のド
　ラマこそバーディの詩である，とするなら，PVessex　Poemsに付した絵の中
　でも，これが一番，彼の風景詩の特徴を示している。
（15）　ワーズワースに対しても同じことが言える。r風景の詩学』の中の富士川
　義之氏の言葉はその意味で示唆に富む。「……文学における風景は過去や記憶
　の世界のなかに自我の歴史を見る。すなわち自分自身を見つめるためにその眼
　を使いすぎているような自意識過剰の内的人間によって発見され定着されたの
　である。ロマン主義時代における風景への関心の増大が記憶や時問への執着と
　分ちだたく結びついているのはそのためにほかなるまい」p．22．
（16）J．Hillis　Miller，‘Wessex　Heights：The　Persistence　of　the　Past　in
　Hardy’s　Poetry’The　Critical　Quarterly（winter，1968）p．344．
（17）　コウルリッジの“The　Ealian　Harp”は妻Saraへの呼びかけで始まり，
　ワーズワースの“Tintern　Abbey”はDorothyへ呼びかける肉声がきこえ
　る。作中の‘1’はdramatis　personaではない。それに対しバーディのspea－
　kerの方がfalsettoで語るように思われるし，彼の語りかけは身近にいる生者
　でなく，応答のまったく無い死者や人影に対してが多い。ロマン派の詩人の語
　りかける口調の方が他者へのcommunicationを期待し，　openである。バー
　ディの声は自分に語りかけ自分に反響してくるようなclosed　voiceである。
（18）Geoffrey　H．　Hartman，‘Wordsworth，　Inscription，　and　Romantic　Nature
　Poet「y・’in　Beyond　Formalism（1970）
（英米文学科　教授）
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